
平成 23年 7薦 15園

特定非営利活動法人

巽東支轟 支部長
薄本交流分析協

小 J::正 治 様

一ま

確 認 欄

支 部 長 部 会 長 〈
圏 議

恣 物

教育サークプレ 畜難会を下記により、実施致しましたので灘 告畦 します。

確鵞くこ鳥認耀撃み畿大湊婁貴 銀

音さん、感じ儀ところは同じでした。

*意見

1家庭でのエゴグラムと学校で勢エゴグラムの違いケ見てみよう。

2先生からみる子集とお母さんからみゐ子供とに差がありま九

3教育の現場といっても幼稚爾、′ζ畿 、中学校、高校など幅広く

あり、歌 をどのように取りかれてどのように活用していく力ゝというのは

難しい。

*ま とめ

方向転換をしてまず私たちが現場でな を使つての臨甦の理から議院 l_よ う。

実 施 圏 平成 23年 7月 9(土)
総 ホテル

福轟 聖子 書 力薄藤

1

規子

:SOハ ヘン19〔 ○◎

下村 薫 彗新見 佳代子

*新 しいメンバーが参加しました。下村 薫さん餞

改めて自己紹介をして家族の話で盛り上メリ親睦を深めました。

*ここれで方向転換をしようと言う意見ん`でました。

確鵞ヽ こ懇踏み状態だったので全員ぶ納得しました。

場  所
参 加 者

協議内容



平成 魃4年 霊月 16閑

特定妻鐵 利活動法人

間東支部 支部長
轟本交流分析協会

小 り::正 治 様

確 認 欄

支 部 長 1  部 会 長   1 合   議

鰺 鍮
丁「TT

教育サークル 書轟会を下記により、実施致しましたので瑯 告いたします。

場  所

参 旋 者 鸞藤 規子 。新見 佳代子

協議内容

2月 lS(土)に新宿カプェ。ド鬱ボアで教育サークル砕活動がありました。時が経つにつ

れてそれぞれの事満が見えお互いに理解を深めながらの活動となつて来ていま九

そこは理じ職業の分かち合渇 仲間です。ここにサーク′ルの意義があると思いまた

内容

○中学8年の女子学生が化粧をしてピアスもする子がいます。そのことについて

ピアスは耳、鼻、毒、とあるが場所が鼻、国などにピアスをしてい昏場合は

悪い状態が進んでいると言う意見がでました。又、そういつた子は寂しい子港
ミ多く親工合

わせてい藉ことが多い冶うです。

○家庭と学校でのエゴグラムを実鎌に取つた中学生の制を見て意見交換をしました。

エゴグラムから見悉家庭で鑢 子、学校での様子を語り合成 した。

orc、 Acを中心に見て家でPCを持えている子は学校でPCが高い子メ多いことざ

読みとれました。FC＼ ACを中心にみ卜と家庭、学校での様子予よく分かりま丸

まとめ

エゴグラムらす理ではなく何理もとって本人と話し合つて進めていくのが

がいいとメ穏う。その先をもつと考えてエゴグラムをとった方ぶいいです。

平成 24年 2月 lS(土) 17:0●
ハ
～ 19]○ ◎

新宿東爾 カプエ。ド・ボア



平成鰤碁年 3月 鵞3鐸

特定非営利活動法人

関東支部 支部長
圏本交流分析協会

都甲 敏久様

教育サークル 書轟会を下記により、実施致しましたのでご報告いたします。

繹確 認

実 施 輝 平成 25年 3躍 23(土) 14:○ ◎
ハ
～ 1各 ]躊 参

東京駅入重蕩ヽ誘北獨 大丸の中の喫茶室場  所
参角義者

協議内容

東京駅人劃 製`中北国改札前で待ち合わせての会合となりました

大丸喫茶でケーキを食べながらの話し合いでしたc

内容

しばらく教育サークル活動を体んでいた磯きさんの久しがりの参態で仰会合と

なりました。

千葉と茨城で終かつた部 つの県爵づ公覇講座につひて感想を話し合いました。

受講生の中に余命半年と宣告された癌患者が一番前に座いて参驚していてみ たヽ

こと。又講座の内容ストロークはどのような資料を作つた0か実際に持参した

ものに目を通して舗 をしました。

その後は春体みでありほつとしながらの現在取り組んでいること、これから勉強

したいこと、学校のことなど楽しい雑談となりました。翻染んできた人達ばかり

で話が弾み時を忘れて長居をして喫茶に‡ま線 をかけたと思います。又サークルの

会員さんにはお注しい中長ひ時闇お付き合いくださり感謝していま丸

まとめ

楽しい雑談、おしやべり活動でした



特定非営利活動法人

間東支部 支部長
爾本交流分析協会

都琴敏久 様

平 成 28年 1餞 燿 6甕

部会を下記により、実施致しましたのでご報告いたします。

瘍

確 認 穣

躙 長 部 会 長
ハ
甕 議

攀

実施 鐸 平 成 鵞雖年 11月 2つ (理》  ぐ時 爾 》 1各 :懲9～ 1な :3◎

新察 KK仄 本テルー階曖荼室

丼下甕 敦子  鸞藤 規子  小島 篤子' 下村 薫  綴丼 簸郎  新見 佳代子

場所

蓼 ハ者

_諄 平 律 奮 △ ム 丼 γ 77Dま 下彼 齢 :,7議 会 会 ル な 輸 宇 ;′ ト

内容

プラットフォームー階で持ち合わせて ねえ勲|こ移動しての合金となりました。

今理 (ま新兄の事例を持ち寄つての金となりました。

襦容

中三の男子学生で奉――の時 :こ弟仕事数でなくしてもLttG友達が少なく家 :こ躍りともりFちで
「

る。

現在 |よ高校生であるが高校〔こなつても携帯 :正電議が何度もかかつてくる。この学生ぐこど翁糠鍾撥した磐

良いだろうと言う課題のもと意見交換をす碁。

主な憩翼

ェ露
｀
グラムのエネブレざ一が続予で低な。新見ざプラスのス ト懇―夕猛鋳々がぶナて品が馨。

最終疱 :覆母続が次男の死を乗り越えはことであ唸。彼の購場所作りをする必要があ鯰。など靱議魔写

でました参色々な意見をしLただき鰹人の中 |こ籠つてもつちやしていたものが竣き出され又他の人の議兄

を懸く通とざでき携珈〔こ疸ざりができまぬ
1つ たです。

予本表さんが持つてく儀覇鬱球のもと意見交換をします。

熙穣は 27年 2月 1理 (国 )インス トラクター定機会後の予定 :こなつています。

※ 終了後、
確認櫂の

できるだけ速やかな関東支部、組織運営部会長宛、メールを送信してください

F部会長』‡こついて
'ま

押審
‐
ではなく文字で結構です。



平 成 露T年 6月 19甕

特定非営利活動法人

間東支部 支部長
園本交流分析機会

都甲敏久 様

糠会を下記により、実施致 しました作でご報告いたします。

欄

実施 難 平 成 27年 7月 2懸 (土》 饗寺鑽レ午後:15:◎ ◎村午後 171鍮 ◎

場所 K【R本テジレー階喫茶室

参爆者 丼下甕敦子 千本農角奪江 綴丼敏理  新見 佳代子

内容

事例

∫|1鑢事件のまとめ

冷容

j::崎事件 :とつもヽて

鹸理、織丼さん蠅 礎講 :こ掲載さ麟炭聾こ事と藤覆一して持つてきてくれましたが 今睡鐘選刊議の

露こ率はあ`たよりがあるのでな新凸記事あ`毎抜粋して璽ピーをしてきてくれた資料で轟合
繰まりた。

新しい資料を綴丼さんが読み進みそれぞれガ轟を通して兆容理甦準をしました。

鸞甕者の家族、被書量の家庭猿境などが響心 :こなつて議題ざ広がつて群きました。

延長で動通な国鷲、とりまく敷庭理境など会議をして颯々鍾もつて彗る隕饉なども

でてきました。轟曝感移ることなど白然機会議ができました。

最後 :こ共通したこと:よ管尊群命となくして強念で携晰例とか鏃錯毎れなん`つた
瘍だ昏滲飩`、

身近の人、学校などが早く気付けなお`つたりだ昏うが、こ慮し郡範持ち鍾なりまし
た。

な理は、本来鍾戻鍮千本表さん写事な瑾社持つてきてくださし
Lます。

そ颯事硼検討仕した絲と意郡ます◇懇種はり「 lB〔襲う15導 (銅》靱どちらん
kで饉庫者の多毎L

轟鍾なります。

終了後、できはだけ速やかに理東支瓢 蘊畿運営糠会長宛、メールを送信

',,瞼饂ミ彊痺



平 成 23年 5月 29輝

特定非営利活動法人

間東支部 文部長
輝本交流分析協会

都甲敏入 様

部会を下記により、実施致しましたのでご報告いたします。

実 施 翔 平成 鵞8年 海理 22藝 (薄 )(時 間 1轟 :4①～17:40)

場 所 KKKホテル 喫茶室

棒原悦子 。小島篤子 蓋新見佳代子 千本良解江参 購 者

〓ｍ

容

<銀 23年度 第 1理 教育ザータ凡庁ミーテインゲ>

1墨 鞣2な年度 サークル活動圏標 |こつしゝて

多教育ξこ隻島`す交流分析として、不適悠七趣こしてもk儀子どもたちとその保

護量の国り感〔こTA釣〔圧寄り瀑うここと予鶉鑢:こ爾わ卜◎

イ質爾紙ニゴグラム S菫 匿聾の藩薦。

修メング鷲―のTA深耕翁た鈴の勉強金と、バンプヾ一が学んだTAと教育 :こ家

庭や社会隻涯:こ生がすための検討を行なつの

。今 よく三ュース {遭取り上が各れる迷惑条鬱瑾:こ選反す懸理静∫しからの進朧を

自我状態 。機議の命析として輻無できるようにしていく。

・新轟:こ掲載されて彗る「人生ξ藝談理の事″瑾と藝答をTA銃 :こ絞露寸する。

。その他 教育を主 :こ交濾分析社笠涯全角雙鍾活遷できるような意識を持つて

涯絋仕してもましL翁ではないんh。

年懸の活動理標饉ぬけて活発議意見交換社行な滲ことざ臨来た。

2箋 奪理のサータジ♭$ミーテイングを
〃2り lΥ年度爾鰺計爾

″
をもな:こ年購膵

轟ほどの集まりとする。

工爾 :7月 31爾 (甕》理軋研修会 終了後

場所 iXに R本デル な荼室

3晏 サークルメンパー (敬称 略》

櫂原 餞子 。丼下難 敦予 。麟醸 競予 。小凸 にそ 蓼下縛 薫・千本農財江
鬱



平 ∫環t導枡餐112月1 3゛ 霧

特定非営利懸動法人 翔本交流分析協会
甕東支部 支部長  金沢治子 様

部会を下記により、実施致 しましたのでご報告いたします。

終了後、

確認機の

I戸弓レ送信してくださし`。

確 講 欄

支部長 議 会 長 合 議

平 成 30年 競 月 15購 (猥 ) 菫0時 41分～ 17時 4◎ 分 (GO分 )

大量書房 2購 喫茶室

教育サークル   轟篇者 :層 轟ヽ篤子、予本良解江、福轟性織、様原髄子 (作成 )

1 検討内容
今後の教育サークルの活軸として、エゴグラムSHEを轟に動ましのメッセージ

の作成を中心にしてようしいか。

2 検討事項
・実院のデータを基に作成することにな拳が、無入情報なのでれそ

の取り扱いを慎

重にすることができるか。

巌次国の部会までにメッセージを作成するこれま可能か。

3 始の飽
次国 3月 3饗 (轟 ) 16:S學～  KKRホテブレ喫茶室

4追記
。検討結果

O配布されたデータは氏堪が濃されているので、その流轟んど可能性まま低けが、

次藝の部会鋳に回収する。

○次豪の部会に、作成した F動ましのメッセージ墾を持ち寄
つて検討する。

F議会長基についてまま押鐸でままなく文字で結構です。

機
‐
li:iま :i[‐

.:

|》




